
金融円滑化ホットラインに寄せられた情報の受付・活用状況について 

 

金融庁では、金融の円滑化に関し、中小企業など借り手の方々の声を電話に

よりお聞きする情報等の受付窓口として、「金融円滑化ホットライン」を平成 20

年４月 30 日に開設しました。 

今般、令和元年 10 月１日から同年 12 月 31 日までに本ホットラインに寄せら

れた情報の受付状況及び受け付けた情報の活用状況を以下のとおり、とりまと

めましたので公表します。 

 

１．受付状況 

令和元年 10月１日から同年 12月 31 日までに本ホットラインに寄せられた

情報は６件となっています。受付状況の詳細は別表のとおりです。 

 

【参考】これまでの四半期毎の受付件数の推移 

区  分 
平成 

22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 
令和 

21 年 元年 

第１四半期 142 29 10 5 7 4 10 12 3 15 7 

第２四半期 80 12 7 5 7 6 4 11 14 12 7 

第３四半期 33 15 7 4 7 5 6 21 8 4 7 

第４四半期 30 8 7 7 8 5 7 13 11 7 6 

※「金融円滑化ホットライン」開設日は、平成 20 年 4 月 30 日 

 

２．活用状況 

本ホットラインに寄せられた情報については、検査・監督部門の金融モニ

タリングにおいて、以下の方法により活用しています。 

 

（１）受け付けた情報のうち、情報提供者等が金融機関側への申出内容等の

提示に同意している情報を基に、事実確認等のヒアリングを実施してい

ます。また、中小企業の実態を踏まえた円滑かつ積極的な金融仲介機能

が発揮できる態勢の構築状況のほか、貸出先に対する説明責任の履行状

況や苦情処理態勢等の検証を行っています。 

なお、これらの結果、必要があると認められる場合には、銀行法第 24

条等に基づき、報告を徴求することとしています。 

 

（２）具体的な活用の状況は、以下のとおりです。 

令和元年７月１日から同年９月 30 日の間においては、本ホットライン

に寄せられた情報に関連して、４融機関に対して、ヒアリングや検証を

行いました。 

（別紙３） 



（別表）
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金融円滑化ホットラインに寄せられた情報の受付状況
（令和元年10月１日～同年12月31日の受付分）

【受付件数】
令和元年10月１日～同年12月31日

の受付件数

　その他

　金利引上げとして情報提供されたもの

　審査期間の長期化として情報提供されたもの

　追加担保要求として情報提供されたもの

令和元年10月１日～同年12月31日
の受付件数

　金融商品等の購入要請として情報提供されたもの

　返済要求として情報提供されたもの

　条件変更の拒否として情報提供されたもの

　新規融資拒否として情報提供されたもの

令和元年10月１日～同年12月31日
の受付件数

【類型別内訳（情報提供者の主張に基づく分類）】

区分

【業態別内訳（情報提供者の主張に基づく分類）】

主 要 行

　更改拒絶として情報提供されたもの

地 方 銀 行 ・ 第 二 地 方 銀 行

そ の 他

信 用 金 庫 ・ 信 用 組 合

　債権売却として情報提供されたもの

区分

　担保売却として情報提供されたもの

（注） １件の情報で複数の機関に関するものなどがあるため、「受付件数」と「業態別内訳」・「類型別内訳」
　　　 の合計とは一致しない。


